
「笑顔あふれるにぎわいとやすらぎのあるまち」の実現に向けて

前年度比２６億８,０１４万９千円の増
４９０億７６１万円 を可決

今議会注目の主な事業（予算常任委員会の質疑から）

令和５年度
当初予算総額

PICK UP
お
く
の
義
務
教
育
学
校

一
体
型
校
舎
建
設

（
12
億
２
，０
８
０
万
９
千
円
）

　
総
事
業
費
　
約
38
億
７
，０
０
０
万
円

　
校
舎
増
築
・
長
寿
命
化
改
修
工
事
費

　
　
　
　
　
　
約
21
億
８
，８
０
０
万
円

　
現
在
の
北
校
舎
（
旧
奥
野
小
学
校
）
と
南

校
舎
（
旧
牛
久
第
二
中
学
校
）
の
建
物
等
を一

体
型
施
設
と
し
て
整
備
。
令
和
３~

４
年
度
に

か
け
て
基
本
実
施
設
計
を
行
っ
て
お
り
、
令
和

５~

６
年
度
に
か
け
て
整
備
工
事
を
実
施
す
る
。

問 

総
事
業
費
と
工
事
費
の
差
額
は
何
か
。

答 

給
食
室
の
増
築
及
び
体
育
館
武
道
場
の
改

修
、
児
童
ク
ラ
ブ
や
自
転
車
置
き
場
、
屋

根
付
き
歩
廊
の
工
事
、
外
構
及
び
グ
ラ
ウ

ン
ド
補
修
、
解
体
工
事
等
で
あ
る
。

問 

進
捗
状
況
、
着
工
時
期
は
。

答 

経
費
削
減
が
で
き

る
よ
う
実
施
計
画

の
最
終
的
な
積
算

を
行
っ
て
い
る
段

階
で
あ
る
。新
年

度
は
解
体
工
事
を

開
始
し
、大
き
な

音
が
出
る
工
事
は

夏
休
み
に
行
う
。

牛
久
駅
周
辺
整
備

牛
久
駅
西
口
公
衆
ト
イ
レ
整
備
事
業

（
９
，０
８
６
万
円
）

問 

多
額
の
予
算
計
上
と
な
っ
た
理
由
は
。

答 

ト
イ
レ
本
体
で
約
５
，０
０
０
万
円
、
埋
設
物
対
処
の
付
帯
工

事
が
約
１
，５
０
０
万
円
、
人
件
費
等
の
値
上
が
り
も
見
込
ん

だ
事
業
費
を
予
定
し
て
い
る
。
多
額
と
な
っ
た
要
因
は
、
物

価
高
騰
等
の
影
響
も
あ
る
が
、
発
注
段
階
で
精
査
し
て
い
き

た
い
。

牛
久
駅
東
歩
道
橋
工
事 

他
橋
梁
維
持
管
理

（
１
億
５
，２
５
０
万
円
）

　
市
内
橋
梁
42
橋
の
点
検
と
牛
久
駅
東
歩
道
橋
の
修
繕
工
事
を
行

う
。

問 

工
事
の
内
容
は
。

答 

鉄
部
の
塗
装
、
橋
梁
中
央
部
に
あ
る
広
場
を
含
め
た
舗
装
面

の
補
修
及
び
改
修
、
照
明
灯
の
改
修
、
橋
梁
表
面
の
防
水
、

躯
体
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
部
の
交
換
な
ど
で
あ
る
。

牛
久
運
動
公
園
体
育
館
の
屋
根
を
改
修
す
る

（
７
，６
７
２
万
５
千
円
）

　
平
成
５
年
度
に
整
備
し
た
牛
久
運
動
公
園
の
体
育
館
の
老
朽
化

対
策
と
し
て
屋
根
改
修
工
事
を
実
施
。

完成イメージ図（最新版）

完成イメージ図（外観のデザインは変更になる場合があります。）牛久駅東歩道橋視察体育館メインアリーナを視察

一般会計
300億
487万3千円

企業会計 26億6,243万7千円 牛久市には下水道事業会計があります。

特別会計
163億
4,030万円

合計 490億761万円

特別会計とは、特定の目的のための会計で、国民健康保険税など特定の収入があります。
国民健康保険事業：77億2,164万8千円 青果市場事業：1,727万4千円
介護保険事業：61億1,293万円 後期高齢医療事業：24億8,844万8千円

一般会計とは、住民税などの税収や市債発行収入などを財源とする、市の一般的な行政
サービスを行う会計のことです。

知っておきたい数字①
市税　※1

121億6,900万円

知っておきたい数字②
市債残高　※2

311億4,400万円

知っておきたい数字③
一般財源基金残高　※3

42億8,100万円
（令和５年度末）

予
算
編
成
方
針

事
業
に
対
す
る
財
源
の
あ
り
方
と
方
針
を
職

員
に
理
解
さ
せ
る
具
体
的
な
取
り
組
み

•

予
算
要
求
す
る
に
あ
た
り
、
一
般
財
源
に
よ

る
事
業
か
、
国
・
県
の
補
助
金
や
市
債
な
ど

の
充
当
に
よ
る
事
業
か
な
ど
、
事
業
が
ど
の

よ
う
な
財
源
で
成
り
立
っ
て
い
る
か
を
考
え

る
こ
と
で
、
補
助
金
等
の
新
た
な
財
源
の
確

保
や
事
業
の
精
査
・
見
直
し
に
も
つ
な
が
る
。

•

方
針
に
つ
い
て
は
、
各
課
長
か
ら
課
員
に
周

知
を
行
い
、
予
算
編
成
過
程
で
各
部
に
対
し

て
行
わ
れ
る
市
長
、
副
市
長
に
よ
る
ヒ
ア
リ

ン
グ
の
中
で
も
方
針
が
徹
底
さ
れ
る
。

エ
ス
カ
ー
ド
牛
久
ビ
ル

牛
久
都
市
開
発
株
式
会
社
へ
の
貸
付
金
の
返

済
状
況
と
今
後
の
返
済
計
画

•

返
済
の
遅
延
は
な
く
、
繰
り
上
げ
返
済
が

あ
っ
た
分
、
返
済
は
進
ん
で
い
る
。

•

当
初
の
計
画
で
は
令
和
５
年
度
の
返
済
額
が

４
年
度
の
２
倍
と
な
る
が
、
こ
れ
は
当
初
の

貸
付
時
点
で
見
込
ん
だ
会
社
の
収
支
に
基
づ

く
計
画
で
、
テ
ナ
ン
ト
誘
致
の
進
ん
で
い
な

い
現
状
で
は
、
当
初
の
計
画
と
異
な
っ
て
き

て
い
る
が
、
会
社
か
ら
の
申
し
入
れ
等
が
な

い
た
め
、
現
時
点
で
は
市
と
し
て
検
討
し
て

い
な
い
が
、
申
し
入
れ
等
が
さ
れ
た
場
合
は
、

検
討
し
て
い
く
。

牛
久
シ
ャ
ト
ー
株
式
会
社

経
営
安
定
化
の
補
助
金
支
出
の
考
え
方

•

補
助
金
を
出
さ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
会
社

を
残
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
牛
久

シ
ャ
ト
ー
が
ど
う
な
る
か
は
わ
か
ら
な
い
と

い
う
状
況
を
作
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
新
年

度
予
算
で
は
現
状
を
注
視
し
て
い
く
こ
と
と

し
た
が
、
牛
久
シ
ャ
ト
ー
の
事
業
か
ら
撤
退

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
補
助
金
支
出
は
行
わ
な

い
。
牛
久
シ
ャ
ト
ー
を
残
し
て
い
く
と
い
う

考
え
な
ら
、
補
助
金
を
出
さ
ざ
る
を
得
な
い

と
考
え
る
。

経
営
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み

•

経
営
健
全
化
に
向
け
、
園
内
ガ
イ
ド
を
つ
け

た
観
光
プ
ラ
ン
の
実
施
や
ゲ
ー
ム
事
業
者
と

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
イ
ベ
ン
ト
、
ま
た

シ
ャ
ト
ー
の
厳
か
な
イ
メ
ー
ジ
に
合
致
す
る

よ
う
な
「
シ
ャ
ト
ー
で
休
日
を
」
と
い
う
市

民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
。

令和5年度当初予算審査特集

※１ 市民税や固定資産税、軽自動車税など。 家計に例えると収入
※２ 市債とは、市が一度に多額の出費を必要とする場合に認められる長期の借入金のこと。 家計に例えると借金
※３ 一般財源基金（財政調整基金・減債基金）とは、財政調整資金や地方債の償還財源に充てるための積立のこと。
　　　家計で例えると預金（目的なく使えるものと使い道の決まっているものがあります。）
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一般会計
300億
487万3千円

企業会計 26億6,243万7千円 牛久市には下水道事業会計があります。

特別会計
163億
4,030万円

合計 490億761万円

特別会計とは、特定の目的のための会計で、国民健康保険税など特定の収入があります。
国民健康保険事業：77億2,164万8千円 青果市場事業：1,727万4千円
介護保険事業：61億1,293万円 後期高齢医療事業：24億8,844万8千円

一般会計とは、住民税などの税収や市債発行収入などを財源とする、市の一般的な行政
サービスを行う会計のことです。

知っておきたい数字①
市税　※1

121億6,900万円

知っておきたい数字②
市債残高　※2

311億4,400万円

知っておきたい数字③
一般財源基金残高　※3

42億8,100万円
（令和５年度末）

予
算
編
成
方
針

事
業
に
対
す
る
財
源
の
あ
り
方
と
方
針
を
職

員
に
理
解
さ
せ
る
具
体
的
な
取
り
組
み

•

予
算
要
求
す
る
に
あ
た
り
、
一
般
財
源
に
よ

る
事
業
か
、
国
・
県
の
補
助
金
や
市
債
な
ど

の
充
当
に
よ
る
事
業
か
な
ど
、
事
業
が
ど
の

よ
う
な
財
源
で
成
り
立
っ
て
い
る
か
を
考
え

る
こ
と
で
、
補
助
金
等
の
新
た
な
財
源
の
確

保
や
事
業
の
精
査
・
見
直
し
に
も
つ
な
が
る
。

•

方
針
に
つ
い
て
は
、
各
課
長
か
ら
課
員
に
周

知
を
行
い
、
予
算
編
成
過
程
で
各
部
に
対
し

て
行
わ
れ
る
市
長
、
副
市
長
に
よ
る
ヒ
ア
リ

ン
グ
の
中
で
も
方
針
が
徹
底
さ
れ
る
。

エ
ス
カ
ー
ド
牛
久
ビ
ル

牛
久
都
市
開
発
株
式
会
社
へ
の
貸
付
金
の
返

済
状
況
と
今
後
の
返
済
計
画

•
返
済
の
遅
延
は
な
く
、
繰
り
上
げ
返
済
が

あ
っ
た
分
、
返
済
は
進
ん
で
い
る
。

•

当
初
の
計
画
で
は
令
和
５
年
度
の
返
済
額
が

４
年
度
の
２
倍
と
な
る
が
、
こ
れ
は
当
初
の

貸
付
時
点
で
見
込
ん
だ
会
社
の
収
支
に
基
づ

く
計
画
で
、
テ
ナ
ン
ト
誘
致
の
進
ん
で
い
な

い
現
状
で
は
、
当
初
の
計
画
と
異
な
っ
て
き

て
い
る
が
、
会
社
か
ら
の
申
し
入
れ
等
が
な

い
た
め
、
現
時
点
で
は
市
と
し
て
検
討
し
て

い
な
い
が
、
申
し
入
れ
等
が
さ
れ
た
場
合
は
、

検
討
し
て
い
く
。

牛
久
シ
ャ
ト
ー
株
式
会
社

経
営
安
定
化
の
補
助
金
支
出
の
考
え
方

•

補
助
金
を
出
さ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
会
社

を
残
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
牛
久

シ
ャ
ト
ー
が
ど
う
な
る
か
は
わ
か
ら
な
い
と

い
う
状
況
を
作
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
新
年

度
予
算
で
は
現
状
を
注
視
し
て
い
く
こ
と
と

し
た
が
、
牛
久
シ
ャ
ト
ー
の
事
業
か
ら
撤
退

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
補
助
金
支
出
は
行
わ
な

い
。
牛
久
シ
ャ
ト
ー
を
残
し
て
い
く
と
い
う

考
え
な
ら
、
補
助
金
を
出
さ
ざ
る
を
得
な
い

と
考
え
る
。

経
営
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み

•

経
営
健
全
化
に
向
け
、
園
内
ガ
イ
ド
を
つ
け

た
観
光
プ
ラ
ン
の
実
施
や
ゲ
ー
ム
事
業
者
と

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
イ
ベ
ン
ト
、
ま
た

シ
ャ
ト
ー
の
厳
か
な
イ
メ
ー
ジ
に
合
致
す
る

よ
う
な
「
シ
ャ
ト
ー
で
休
日
を
」
と
い
う
市

民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
。

令和5年度当初予算審査特集

※１ 市民税や固定資産税、軽自動車税など。 家計に例えると収入
※２ 市債とは、市が一度に多額の出費を必要とする場合に認められる長期の借入金のこと。 家計に例えると借金
※３ 一般財源基金（財政調整基金・減債基金）とは、財政調整資金や地方債の償還財源に充てるための積立のこと。
　　　家計で例えると預金（目的なく使えるものと使い道の決まっているものがあります。）
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の
方
向
へ
向
か
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
て
お
り
、
今
後
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

へ
の
移
行
費
用
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

等
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

い
ば
ら
き
自
慢

問 

運
営
補
助
金
の
効
果
の
検
証
は
。

答 

い
ば
ら
き
自
慢
に
は
「
地
域
の
物
産
館
」

と
「
観
光
案
内
所
」
と
い
う
二
つ
の
側

面
が
あ
り
、「
地
域
の
物
産
館
」
と
し
て

は
、
売
上
額
、
取
り
扱
い
店
舗
数
、
品

目
数
い
ず
れ
も
３
年
間
で
伸
び
て
い
る
。

　
　「
観
光
案
内
所
」
と
し
て
は
、
１
カ
月

当
た
り
６
０
０
〜
７
０
０
人
の
来
店
者

が
あ
る
が
、
観
光
ポ
イ
ン
ト
や
公
共
交

通
機
関
の
案
内
業
務
は
10
数
件
程
度
で

あ
る
。
昨
年
度
は
、
鉄
道
事
業
者
が
企

画
し
た
「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
、
半
月
程
度

で
４
０
０
人
以
上
の
参
加
が
あ
っ
た
。

今
後
は
駅
前
と
い
う
好
立
地
を
生
か
し

た
観
光
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
い
ば
ら
き
自

慢
が
起
点
と
な
る
よ
う
な
活
用
を
し
て

い
き
た
い
。

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に

関
す
る
条
例
制
定

問 

課
題
と
制
定
へ
の
見
通
し
は
。

答 

事
業
終
了
後
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
廃

棄
に
つ
い
て
の
担
保
が
課
題
で
あ
る
。

国
の
買
い
取
り
制
度
を
使
っ
て
事
業
を

実
施
し
て
い
る
全
体
の
約
７
割
は
、
法

律
改
正
で
廃
棄
費
用
を
電
力
の
買
い
取

り
価
格
か
ら
天
引
き
す
る
こ
と
で
担
保

さ
れ
て
い
る
が
、
残
り
の
３
割
を
ど
う

担
保
し
て
い
く
か
を
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、
制
定
に
は
、
条
例
案
を
作
成
後
、

例
規
審
査
に
１
〜
２
カ
月
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
に
２
カ
月
を
要
す
る
と
想

定
し
て
い
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
結
果
に
よ
っ
て
は
、
大
き
な
見
直
し

も
考
え
ら
れ
る
。

特
定
健
康
診
査
受
診
率

向
上
対
策

問 

受
診
率
向
上
の
た
め
の
対
策
は
。

答 

令
和
３
年
度
29 ・
２
％
で
あ
っ
た

が
、
令
和
４
年
度
は
36
％
の
見
込

み
と
な
っ
て
い
る
。
受
診
率
向
上

対
策
委
託
は
、
牛
久
市
、
予
防
医

療
や
専
門
知
識
を
も
つ
事
業
者
、

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
と
の

三
者
契
約
に
よ
り
令
和
４
年

度
か
ら
行
っ
て
い
る
事
業
で
、

今
年
度
は
、 

Ａ
Ｉ
が
選
ん
だ

対
象
者
に
検
診
の
受
診
勧
奨

通
知
を
送
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

ふ
る
さ
と
寄
附

問 

返
礼
品
の
状
況
は
。

答 

ワ
イ
ン
は
茨
城
県
の
共
通
返
礼
品
と
し

て
い
な
い
が
、
短
期
間
で
製
造
で
き
る

ビ
ー
ル
は
多
く
の
数
量
を
確
保
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
牛
久
シ
ャ
ト
ー
の

販
路
拡
大
と
認
知
度
向
上
を
目
的
と
し

て
共
通
返
礼
品
に
推
薦
し
、
認
め
ら
れ

て
い
る
。

小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

問 

学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
ソ
フ
ト
、
活
用

頻
度
は
。

答 

ソ
フ
ト
は
授
業
支
援
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
、
ド
リ
ル
で
あ
る
。
活
用
状
況
は
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
の
ス
ラ
イ
ド
作
成
や

作
文
な
ど
授
業

で
の
活
用
、
内

容
に
よ
っ
て
は

自
宅
へ
の
持
ち

帰
り
も
行
っ
て

い
る
。

部
活
動
の
地
域
移
行

問 

具
体
的
な
内
容
と
課
題
は
。

答 

休
日
の
部
活
動
を
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
移
行
す

る
こ
と
で
あ
り
、
現
行
の

種
類
す
べ
て
を
移
行
す
る
予
定
で
あ

る
。
移
行
先
は
市
内
各
ス
ポ
ー
ツ
協

会
の
加
盟
団
体
や
少
年
団
な
ど
の
民

間
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
ま
た
近
隣
の
大

学
へ
指
導
者
の
派
遣
依
頼
を
行
っ
て

い
く
。
移
行
時
期
は
令
和
７
年
度
ま

で
移
行
で
き
る
種
目
は
移
行
し
て
い

く
。
指
導
者
に
つ
い
て
は
、
日
本
ス

ポ
ー
ツ
協
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

な
ど
の
有
資
格
者
の
ほ
か
、
県
の
指

導
者
講
習
会
の
受
講
者
が
指
導
に
あ

た
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
課
題
と

し
て
は
、
指
導
者
が
少
な
い
こ
と
、

人
材
確
保
が
困
難
な
こ
と
が
あ
る
。

長
寿
を
た
た
え
る
事
業

問 

敬
老
事
業
の
こ
れ
ま
で
と
の
違
い

は
。

答 

現
状
は
行
政
区
が
敬
老
行
事
を
行

い
、
市
は
交
付
金
を
支
払
っ
て
い
る
。

課
題
と
し
て
、
個
人
情
報
保
護
の
観

点
か
ら
本
人
の
了
解
も
な
く
と
い
う

考
え
や
、
行
政
区
役
員
の
負
担
等
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
来
年
度
以
降
は
、

市
が
主
体
と
な
っ
て
対
象
者
へ
市
長

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
お
祝
い
品
を
贈
呈
す

る
こ
と
に
変
更
し
、
行
政
区
へ
の
交

付
金
も
取
り
や
め
る
こ
と
と
す
る
。

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点

問 

家
庭
児
童
相
談
の
状
況
は
。

答 

電
話
や
市
に
来
庁
し
て
、
保
護
者
や
近

所
か
ら
の
相
談
、
学
校
か
ら
気
に
な
る
子

ど
も
が
い
る
と
の
相
談
が
あ
る
。
ま
た
、

市
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
赤
ち
ゃ

ん
訪
問
す
る
際
に
心
配
な
家
庭
の
場
合
は

相
談
員
が一緒
に
訪
問
し
て
い
る
。

ハ
ー
ト
フ
ル
ク
ー
ポ
ン
券

問 

発
行
方
法
見
直
し
の
検
討
状
況
は
。

答 

市
と
商
工
会
で
情
報
交
換
や
情
報
共
有

を
行
っ
て
い
る
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

戻りつつある日常
予算常任委員会の質疑

令和５年度
予 算 審 査

の
方
向
へ
向
か
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
て
お
り
、
今
後
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

へ
の
移
行
費
用
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

等
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

い
ば
ら
き
自
慢

問 

運
営
補
助
金
の
効
果
の
検
証
は
。

答 

い
ば
ら
き
自
慢
に
は
「
地
域
の
物
産
館
」

と
「
観
光
案
内
所
」
と
い
う
二
つ
の
側

面
が
あ
り
、「
地
域
の
物
産
館
」
と
し
て

は
、
売
上
額
、
取
り
扱
い
店
舗
数
、
品

目
数
い
ず
れ
も
３
年
間
で
伸
び
て
い
る
。

　
　「
観
光
案
内
所
」
と
し
て
は
、
１
カ
月

当
た
り
６
０
０
〜
７
０
０
人
の
来
店
者

が
あ
る
が
、
観
光
ポ
イ
ン
ト
や
公
共
交

通
機
関
の
案
内
業
務
は
10
数
件
程
度
で

あ
る
。
昨
年
度
は
、
鉄
道
事
業
者
が
企

画
し
た
「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
、
半
月
程
度

で
４
０
０
人
以
上
の
参
加
が
あ
っ
た
。

今
後
は
駅
前
と
い
う
好
立
地
を
生
か
し

た
観
光
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
い
ば
ら
き
自

慢
が
起
点
と
な
る
よ
う
な
活
用
を
し
て

い
き
た
い
。

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に

関
す
る
条
例
制
定

問 

課
題
と
制
定
へ
の
見
通
し
は
。

答 

事
業
終
了
後
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
廃

棄
に
つ
い
て
の
担
保
が
課
題
で
あ
る
。

国
の
買
い
取
り
制
度
を
使
っ
て
事
業
を

実
施
し
て
い
る
全
体
の
約
７
割
は
、
法

律
改
正
で
廃
棄
費
用
を
電
力
の
買
い
取

り
価
格
か
ら
天
引
き
す
る
こ
と
で
担
保

さ
れ
て
い
る
が
、
残
り
の
３
割
を
ど
う

担
保
し
て
い
く
か
を
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、
制
定
に
は
、
条
例
案
を
作
成
後
、

例
規
審
査
に
１
〜
２
カ
月
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
に
２
カ
月
を
要
す
る
と
想

定
し
て
い
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
結
果
に
よ
っ
て
は
、
大
き
な
見
直
し

も
考
え
ら
れ
る
。

特
定
健
康
診
査
受
診
率

向
上
対
策

問 

受
診
率
向
上
の
た
め
の
対
策
は
。

答 

令
和
３
年
度
29 ・
２
％
で
あ
っ
た

が
、
令
和
４
年
度
は
36
％
の
見
込

み
と
な
っ
て
い
る
。
受
診
率
向
上

対
策
委
託
は
、
牛
久
市
、
予
防
医

療
や
専
門
知
識
を
も
つ
事
業
者
、

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
と
の

三
者
契
約
に
よ
り
令
和
４
年

度
か
ら
行
っ
て
い
る
事
業
で
、

今
年
度
は
、 

Ａ
Ｉ
が
選
ん
だ

対
象
者
に
検
診
の
受
診
勧
奨

通
知
を
送
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

ふ
る
さ
と
寄
附

問 

返
礼
品
の
状
況
は
。

答 

ワ
イ
ン
は
茨
城
県
の
共
通
返
礼
品
と
し

て
い
な
い
が
、
短
期
間
で
製
造
で
き
る

ビ
ー
ル
は
多
く
の
数
量
を
確
保
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
牛
久
シ
ャ
ト
ー
の

販
路
拡
大
と
認
知
度
向
上
を
目
的
と
し

て
共
通
返
礼
品
に
推
薦
し
、
認
め
ら
れ

て
い
る
。

小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

問 

学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
ソ
フ
ト
、
活
用

頻
度
は
。

答 

ソ
フ
ト
は
授
業
支
援
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
、
ド
リ
ル
で
あ
る
。
活
用
状
況
は
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
の
ス
ラ
イ
ド
作
成
や

作
文
な
ど
授
業

で
の
活
用
、
内

容
に
よ
っ
て
は

自
宅
へ
の
持
ち

帰
り
も
行
っ
て

い
る
。

部
活
動
の
地
域
移
行

問 

具
体
的
な
内
容
と
課
題
は
。

答 

休
日
の
部
活
動
を
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
移
行
す

る
こ
と
で
あ
り
、
現
行
の

種
類
す
べ
て
を
移
行
す
る
予
定
で
あ

る
。
移
行
先
は
市
内
各
ス
ポ
ー
ツ
協

会
の
加
盟
団
体
や
少
年
団
な
ど
の
民

間
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
ま
た
近
隣
の
大

学
へ
指
導
者
の
派
遣
依
頼
を
行
っ
て

い
く
。
移
行
時
期
は
令
和
７
年
度
ま

で
移
行
で
き
る
種
目
は
移
行
し
て
い

く
。
指
導
者
に
つ
い
て
は
、
日
本
ス

ポ
ー
ツ
協
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

な
ど
の
有
資
格
者
の
ほ
か
、
県
の
指

導
者
講
習
会
の
受
講
者
が
指
導
に
あ

た
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
課
題
と

し
て
は
、
指
導
者
が
少
な
い
こ
と
、

人
材
確
保
が
困
難
な
こ
と
が
あ
る
。

長
寿
を
た
た
え
る
事
業

問 

敬
老
事
業
の
こ
れ
ま
で
と
の
違
い

は
。

答 

現
状
は
行
政
区
が
敬
老
行
事
を
行

い
、
市
は
交
付
金
を
支
払
っ
て
い
る
。

課
題
と
し
て
、
個
人
情
報
保
護
の
観

点
か
ら
本
人
の
了
解
も
な
く
と
い
う

考
え
や
、
行
政
区
役
員
の
負
担
等
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
来
年
度
以
降
は
、

市
が
主
体
と
な
っ
て
対
象
者
へ
市
長

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
お
祝
い
品
を
贈
呈
す

る
こ
と
に
変
更
し
、
行
政
区
へ
の
交

付
金
も
取
り
や
め
る
こ
と
と
す
る
。

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点

問 

家
庭
児
童
相
談
の
状
況
は
。

答 

電
話
や
市
に
来
庁
し
て
、
保
護
者
や
近

所
か
ら
の
相
談
、
学
校
か
ら
気
に
な
る
子

ど
も
が
い
る
と
の
相
談
が
あ
る
。
ま
た
、

市
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
赤
ち
ゃ

ん
訪
問
す
る
際
に
心
配
な
家
庭
の
場
合
は

相
談
員
が一緒
に
訪
問
し
て
い
る
。

ハ
ー
ト
フ
ル
ク
ー
ポ
ン
券

問 

発
行
方
法
見
直
し
の
検
討
状
況
は
。

答 

市
と
商
工
会
で
情
報
交
換
や
情
報
共
有

を
行
っ
て
い
る
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
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の
方
向
へ
向
か
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
て
お
り
、
今
後
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

へ
の
移
行
費
用
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

等
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

い
ば
ら
き
自
慢

問 
運
営
補
助
金
の
効
果
の
検
証
は
。

答 

い
ば
ら
き
自
慢
に
は
「
地
域
の
物
産
館
」

と
「
観
光
案
内
所
」
と
い
う
二
つ
の
側

面
が
あ
り
、「
地
域
の
物
産
館
」
と
し
て

は
、
売
上
額
、
取
り
扱
い
店
舗
数
、
品

目
数
い
ず
れ
も
３
年
間
で
伸
び
て
い
る
。

　
　「
観
光
案
内
所
」
と
し
て
は
、
１
カ
月

当
た
り
６
０
０
〜
７
０
０
人
の
来
店
者

が
あ
る
が
、
観
光
ポ
イ
ン
ト
や
公
共
交

通
機
関
の
案
内
業
務
は
10
数
件
程
度
で

あ
る
。
昨
年
度
は
、
鉄
道
事
業
者
が
企

画
し
た
「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
、
半
月
程
度

で
４
０
０
人
以
上
の
参
加
が
あ
っ
た
。

今
後
は
駅
前
と
い
う
好
立
地
を
生
か
し

た
観
光
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
い
ば
ら
き
自

慢
が
起
点
と
な
る
よ
う
な
活
用
を
し
て

い
き
た
い
。

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に

関
す
る
条
例
制
定

問 
課
題
と
制
定
へ
の
見
通
し
は
。

答 
事
業
終
了
後
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
廃

棄
に
つ
い
て
の
担
保
が
課
題
で
あ
る
。

国
の
買
い
取
り
制
度
を
使
っ
て
事
業
を

実
施
し
て
い
る
全
体
の
約
７
割
は
、
法

律
改
正
で
廃
棄
費
用
を
電
力
の
買
い
取

り
価
格
か
ら
天
引
き
す
る
こ
と
で
担
保

さ
れ
て
い
る
が
、
残
り
の
３
割
を
ど
う

担
保
し
て
い
く
か
を
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、
制
定
に
は
、
条
例
案
を
作
成
後
、

例
規
審
査
に
１
〜
２
カ
月
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
に
２
カ
月
を
要
す
る
と
想

定
し
て
い
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
結
果
に
よ
っ
て
は
、
大
き
な
見
直
し

も
考
え
ら
れ
る
。

特
定
健
康
診
査
受
診
率

向
上
対
策

問 

受
診
率
向
上
の
た
め
の
対
策
は
。

答 

令
和
３
年
度
29 ・
２
％
で
あ
っ
た

が
、
令
和
４
年
度
は
36
％
の
見
込

み
と
な
っ
て
い
る
。
受
診
率
向
上

対
策
委
託
は
、
牛
久
市
、
予
防
医

療
や
専
門
知
識
を
も
つ
事
業
者
、

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
と
の

三
者
契
約
に
よ
り
令
和
４
年

度
か
ら
行
っ
て
い
る
事
業
で
、

今
年
度
は
、 

Ａ
Ｉ
が
選
ん
だ

対
象
者
に
検
診
の
受
診
勧
奨

通
知
を
送
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

ふ
る
さ
と
寄
附

問 

返
礼
品
の
状
況
は
。

答 

ワ
イ
ン
は
茨
城
県
の
共
通
返
礼
品
と
し

て
い
な
い
が
、
短
期
間
で
製
造
で
き
る

ビ
ー
ル
は
多
く
の
数
量
を
確
保
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
牛
久
シ
ャ
ト
ー
の

販
路
拡
大
と
認
知
度
向
上
を
目
的
と
し

て
共
通
返
礼
品
に
推
薦
し
、
認
め
ら
れ

て
い
る
。

小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

問 

学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
ソ
フ
ト
、
活
用

頻
度
は
。

答 

ソ
フ
ト
は
授
業
支
援
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
、
ド
リ
ル
で
あ
る
。
活
用
状
況
は
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
の
ス
ラ
イ
ド
作
成
や

作
文
な
ど
授
業

で
の
活
用
、
内

容
に
よ
っ
て
は

自
宅
へ
の
持
ち

帰
り
も
行
っ
て

い
る
。

部
活
動
の
地
域
移
行

問 

具
体
的
な
内
容
と
課
題
は
。

答 

休
日
の
部
活
動
を
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
移
行
す

る
こ
と
で
あ
り
、
現
行
の

種
類
す
べ
て
を
移
行
す
る
予
定
で
あ

る
。
移
行
先
は
市
内
各
ス
ポ
ー
ツ
協

会
の
加
盟
団
体
や
少
年
団
な
ど
の
民

間
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
ま
た
近
隣
の
大

学
へ
指
導
者
の
派
遣
依
頼
を
行
っ
て

い
く
。
移
行
時
期
は
令
和
７
年
度
ま

で
移
行
で
き
る
種
目
は
移
行
し
て
い

く
。
指
導
者
に
つ
い
て
は
、
日
本
ス

ポ
ー
ツ
協
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

な
ど
の
有
資
格
者
の
ほ
か
、
県
の
指

導
者
講
習
会
の
受
講
者
が
指
導
に
あ

た
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
課
題
と

し
て
は
、
指
導
者
が
少
な
い
こ
と
、

人
材
確
保
が
困
難
な
こ
と
が
あ
る
。

長
寿
を
た
た
え
る
事
業

問 

敬
老
事
業
の
こ
れ
ま
で
と
の
違
い

は
。

答 

現
状
は
行
政
区
が
敬
老
行
事
を
行

い
、
市
は
交
付
金
を
支
払
っ
て
い
る
。

課
題
と
し
て
、
個
人
情
報
保
護
の
観

点
か
ら
本
人
の
了
解
も
な
く
と
い
う

考
え
や
、
行
政
区
役
員
の
負
担
等
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
来
年
度
以
降
は
、

市
が
主
体
と
な
っ
て
対
象
者
へ
市
長

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
お
祝
い
品
を
贈
呈
す

る
こ
と
に
変
更
し
、
行
政
区
へ
の
交

付
金
も
取
り
や
め
る
こ
と
と
す
る
。

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点

問 

家
庭
児
童
相
談
の
状
況
は
。

答 

電
話
や
市
に
来
庁
し
て
、
保
護
者
や
近

所
か
ら
の
相
談
、
学
校
か
ら
気
に
な
る
子

ど
も
が
い
る
と
の
相
談
が
あ
る
。
ま
た
、

市
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
赤
ち
ゃ

ん
訪
問
す
る
際
に
心
配
な
家
庭
の
場
合
は

相
談
員
が一緒
に
訪
問
し
て
い
る
。

ハ
ー
ト
フ
ル
ク
ー
ポ
ン
券

問 

発
行
方
法
見
直
し
の
検
討
状
況
は
。

答 

市
と
商
工
会
で
情
報
交
換
や
情
報
共
有

を
行
っ
て
い
る
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

戻りつつある日常
予算常任委員会の質疑

令和５年度
予 算 審 査

の
方
向
へ
向
か
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
て
お
り
、
今
後
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

へ
の
移
行
費
用
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

等
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

い
ば
ら
き
自
慢

問 
運
営
補
助
金
の
効
果
の
検
証
は
。

答 

い
ば
ら
き
自
慢
に
は
「
地
域
の
物
産
館
」

と
「
観
光
案
内
所
」
と
い
う
二
つ
の
側

面
が
あ
り
、「
地
域
の
物
産
館
」
と
し
て

は
、
売
上
額
、
取
り
扱
い
店
舗
数
、
品

目
数
い
ず
れ
も
３
年
間
で
伸
び
て
い
る
。

　
　「
観
光
案
内
所
」
と
し
て
は
、
１
カ
月

当
た
り
６
０
０
〜
７
０
０
人
の
来
店
者

が
あ
る
が
、
観
光
ポ
イ
ン
ト
や
公
共
交

通
機
関
の
案
内
業
務
は
10
数
件
程
度
で

あ
る
。
昨
年
度
は
、
鉄
道
事
業
者
が
企

画
し
た
「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
、
半
月
程
度

で
４
０
０
人
以
上
の
参
加
が
あ
っ
た
。

今
後
は
駅
前
と
い
う
好
立
地
を
生
か
し

た
観
光
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
い
ば
ら
き
自

慢
が
起
点
と
な
る
よ
う
な
活
用
を
し
て

い
き
た
い
。

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に

関
す
る
条
例
制
定

問 
課
題
と
制
定
へ
の
見
通
し
は
。

答 
事
業
終
了
後
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
廃

棄
に
つ
い
て
の
担
保
が
課
題
で
あ
る
。

国
の
買
い
取
り
制
度
を
使
っ
て
事
業
を

実
施
し
て
い
る
全
体
の
約
７
割
は
、
法

律
改
正
で
廃
棄
費
用
を
電
力
の
買
い
取

り
価
格
か
ら
天
引
き
す
る
こ
と
で
担
保

さ
れ
て
い
る
が
、
残
り
の
３
割
を
ど
う

担
保
し
て
い
く
か
を
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、
制
定
に
は
、
条
例
案
を
作
成
後
、

例
規
審
査
に
１
〜
２
カ
月
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
に
２
カ
月
を
要
す
る
と
想

定
し
て
い
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
結
果
に
よ
っ
て
は
、
大
き
な
見
直
し

も
考
え
ら
れ
る
。

特
定
健
康
診
査
受
診
率

向
上
対
策

問 

受
診
率
向
上
の
た
め
の
対
策
は
。

答 

令
和
３
年
度
29 ・
２
％
で
あ
っ
た

が
、
令
和
４
年
度
は
36
％
の
見
込

み
と
な
っ
て
い
る
。
受
診
率
向
上

対
策
委
託
は
、
牛
久
市
、
予
防
医

療
や
専
門
知
識
を
も
つ
事
業
者
、

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
と
の

三
者
契
約
に
よ
り
令
和
４
年

度
か
ら
行
っ
て
い
る
事
業
で
、

今
年
度
は
、 

Ａ
Ｉ
が
選
ん
だ

対
象
者
に
検
診
の
受
診
勧
奨

通
知
を
送
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

ふ
る
さ
と
寄
附

問 

返
礼
品
の
状
況
は
。

答 

ワ
イ
ン
は
茨
城
県
の
共
通
返
礼
品
と
し

て
い
な
い
が
、
短
期
間
で
製
造
で
き
る

ビ
ー
ル
は
多
く
の
数
量
を
確
保
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
牛
久
シ
ャ
ト
ー
の

販
路
拡
大
と
認
知
度
向
上
を
目
的
と
し

て
共
通
返
礼
品
に
推
薦
し
、
認
め
ら
れ

て
い
る
。

小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

問 

学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
ソ
フ
ト
、
活
用

頻
度
は
。

答 

ソ
フ
ト
は
授
業
支
援
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
、
ド
リ
ル
で
あ
る
。
活
用
状
況
は
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
の
ス
ラ
イ
ド
作
成
や

作
文
な
ど
授
業

で
の
活
用
、
内

容
に
よ
っ
て
は

自
宅
へ
の
持
ち

帰
り
も
行
っ
て

い
る
。

部
活
動
の
地
域
移
行

問 

具
体
的
な
内
容
と
課
題
は
。

答 

休
日
の
部
活
動
を
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
移
行
す

る
こ
と
で
あ
り
、
現
行
の

種
類
す
べ
て
を
移
行
す
る
予
定
で
あ

る
。
移
行
先
は
市
内
各
ス
ポ
ー
ツ
協

会
の
加
盟
団
体
や
少
年
団
な
ど
の
民

間
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
ま
た
近
隣
の
大

学
へ
指
導
者
の
派
遣
依
頼
を
行
っ
て

い
く
。
移
行
時
期
は
令
和
７
年
度
ま

で
移
行
で
き
る
種
目
は
移
行
し
て
い

く
。
指
導
者
に
つ
い
て
は
、
日
本
ス

ポ
ー
ツ
協
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

な
ど
の
有
資
格
者
の
ほ
か
、
県
の
指

導
者
講
習
会
の
受
講
者
が
指
導
に
あ

た
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
課
題
と

し
て
は
、
指
導
者
が
少
な
い
こ
と
、

人
材
確
保
が
困
難
な
こ
と
が
あ
る
。

長
寿
を
た
た
え
る
事
業

問 

敬
老
事
業
の
こ
れ
ま
で
と
の
違
い

は
。

答 

現
状
は
行
政
区
が
敬
老
行
事
を
行

い
、
市
は
交
付
金
を
支
払
っ
て
い
る
。

課
題
と
し
て
、
個
人
情
報
保
護
の
観

点
か
ら
本
人
の
了
解
も
な
く
と
い
う

考
え
や
、
行
政
区
役
員
の
負
担
等
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
来
年
度
以
降
は
、

市
が
主
体
と
な
っ
て
対
象
者
へ
市
長

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
お
祝
い
品
を
贈
呈
す

る
こ
と
に
変
更
し
、
行
政
区
へ
の
交

付
金
も
取
り
や
め
る
こ
と
と
す
る
。

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点

問 

家
庭
児
童
相
談
の
状
況
は
。

答 

電
話
や
市
に
来
庁
し
て
、
保
護
者
や
近

所
か
ら
の
相
談
、
学
校
か
ら
気
に
な
る
子

ど
も
が
い
る
と
の
相
談
が
あ
る
。
ま
た
、

市
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
赤
ち
ゃ

ん
訪
問
す
る
際
に
心
配
な
家
庭
の
場
合
は

相
談
員
が一緒
に
訪
問
し
て
い
る
。

ハ
ー
ト
フ
ル
ク
ー
ポ
ン
券

問 

発
行
方
法
見
直
し
の
検
討
状
況
は
。

答 

市
と
商
工
会
で
情
報
交
換
や
情
報
共
有

を
行
っ
て
い
る
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
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